
人間はいつの頃から踊ってきたの
だろう。世界各地には、さまざまな
芸能・舞踊がある。日々の生活の中
に溶け込んでいた祈りの所作やおど
りの所作はやがて、年間の宗教行事
となり、さらにそれを専門とする宗
教職や芸能集団を作り出し、見る側
とみられる側の構造は、そのまま今
日の宗教行事や舞台芸術へとつなが
っている。
東西の宗教文化は、中世期に舞台

芸術の萌芽となる芸能や演劇を発生
させている。我が国の場合には大和
猿楽の発生であり、芸能者は内に呪
術的な力を持ちながら能楽という伝
統芸能を出現させた。天界や異界の
存在そして祖先や死者たちと交流し
戯れながら、歌い舞い踊る。そして
ある日ある時を語り継いでゆく。神

話や伝説は民族や部族、共同体の記
憶である。私たちの身体はその記憶
を貯蔵し伝える装置でもある。神々
の世界以上に身体は深く興味深い。
舞踊家の身体は特殊である。何年

何十年という月日をかけて稽古を重
ね修行を積み、変容した身心は舞台
の上で美と力の輝きを放ち、観る者
を魅了する。この身心変容の背景に
は長年の試行錯誤とインスピレーシ
ョンに裏付けられた「技法」の存在
がある。表現者の身体は自分の心情
を超えて、もっと多くのモノを語り
始める。日本の伝統芸の多くは一子
相伝の秘伝であるが、しかし、アヴ
ァンギャルドで実験的な演劇はいつ
も新たな挑戦をし、人間の身体表現
技術を更新してきた。技法には精神
性が込められている。からだのワザ
を習得し練磨する中でこころのワザ
を習得し練磨されてゆく。
個人がシャーマニックに踊る中で

マジカルな空間が現出することもあ
れば、集団の陶酔が異次元の空間を
作り出すこともある。舞踊による空
間が創造され、時のない世界、アイ
オーン（永遠）が現れる。
舞踊者の身体は時間と空間を作り

モノ語る装置であり捧げものである。

舞台「ハヤサスラヒメ（速佐須良姫）」
における舞踏者の身体

2012年12月 1 日、 世田谷パブリッ
ク・シアターにて笠

かさ

井
い

叡
あきら

・麿
まろ

赤
あか

兒
じ

に
よる舞踏公演「ハヤサスラヒメ（速
佐須良姫）」を鑑賞した。 2 人とも
舞踏というジャンルで50年舞台活動
を続け、独自のスタイルと身体を持
つ巨匠である。この 2 人の舞踏が織
りなす物語の背景を天使館と大

だい

駱
らく

駝
だ

艦
かん

の男性ダンサーと女性オイリュト

ミストが彩っていた。70歳になろう
とする 2 人の日本人の男性舞踊手は
「舞踏」と言われるジャンルに属する
が、舞台の形式はスペクタクルなバ
レエであった。
若手の男性ダンサーたちは、両舞
踊団ともほぼ裸体に近く、大駱駝艦
のダンサーは坊主頭に白塗り褌姿、
睨みの効く面

つら

構え、天使館のダンサ
ーは上半身裸で腰には軽くエレガン
トな足首まであるロングなフレアー
スカート、頭も茶髪のロング・ヘア
ーを縛ったり、ショートだったりの
自由な感じであった。二つの舞踊団
のダンサーとも、激しく動き、形を
とり、舞台の中を駆け抜ける。にら
む、からむ、すべる、みせる。どの
ダンサーも100パーセントの力を出す
ものすごい気迫で、最前列には汗が
飛び散るほどであった。しかし、その
クオリティーはまったく違っていた。

「身
か ら だ

体を脱いで始めてください」

1980年代の後半に初めて笠井叡氏
の指導を受けたとき、レッスンに入
る前に、柔らかく静かな声で笠井氏
は、生徒に話した。「身

からだ

体を脱いで始
めてください」。これは、魔法の言葉
のように集まった者の態度を一瞬で
変容させた。私たちは、身体を鍛え
るために来たのではないらしい。そ
して、ゆっくりと歩行の練習から入
った。当時、笠井氏はオイリュトミ
ーのメソードをドイツで習い、帰っ
てきたばかりであった。70年代の暗
黒舞踏のイメージはまったくなかっ
た。
さて、話を「ハヤサスラヒメ」の舞

台にもどすと、笠井門下の天使館の
ダンサーは身体を脱いでクライトを
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纏い、オイリュトミーのレッスンを
してきた人たちである。こういって
よければ地上的な身体を脱ぎ捨て、
天界的なダンスを行うためのカラダ
を獲得している。対して、麿門下の
大駱駝艦のダンサーは地上に縛られ
た肉体という現実を凝視し、練りな
がら、鍛えられた身体を獲得してき
た人たちと言える。舞台での質的な
差異はここにあったのだと思う。同
じ時空間で演じたかのような彼らの
身体のベクトルは、実は逆であった
のではないかと。われわれは、身体
を脱ぐことも着ることもできる。舞
踊文化における身心変容について考
えるにあたって、この観点は興味深
い。

舞踊と演劇
（PresentationとRe-presentation）

「悲しそう」「思わず泣いた」これ
は、表出のレベルであって、表現
ではない。expressiveに sad であるの
と expression of sadnessは異なる。表
現は意図的に行われたら演技（振り
をする ;pretending）であり、虚構で
ある。「わたし」は全然悲しくなく
ても、俳優は悲しそうに涙まで流す

のである。そして私たちはそこに人
間の悲しみの表現を見て取る。技法
はどちらに働くだろうか。見せるた
めには、悲しくない私を悲しい私に
変えなければならない。これは演劇
である。悲しいままに動いた（踊っ
た）結果、悲しくなくなっても、悲
しいままでもその動きは虚構ではな
い。この 2つの状況であっても、観
客は悲しみのサインを読むであろう
し（あるいは勝手な解釈をするだろ
うし）、身体が日常感情の意味を伝え
るだけの道具であれば、このレベル
の演技は、技術なしでも巷でよく見
られる。誰も他人のこころの内はわ
からない。本人だってわからない。
本当のことは誰にもわからない。だ
から、真実を示す身体に出会うと驚
くのである。

舞踊における運動の生成と技法

1960年代にThe Phenomenology of 
Danceを書いたM.Sheets は、動きの
発生に人間感情の形（form）を置い
ており、これは今日の情報工学領域
での 3 D動作情報によるプリミティ
ヴ動作からの自動生成の発想とは異

なる。深層に働
く実の力（actual 
force）が表層の虚
の力（virtual force）
を作り出し、幻影
（illusion）としての
舞踊の動きを作り
出しているという
現出構造である。

また、人間の日常感情が形式にまで
発展しまとまった連続体となり、運
動形式と対応し、さらに意味と恣意
的に結びついていることを指摘した
上で、舞踊家のような芸術的な運動
は、純粋感情から生じ、発展した形
式となり、日常の意味を離れた運動
形式と対応し、その動きは芸術的な
意味（意義）と必然的に結びついて
いると論じている。
舞踊の動作は意味論を離れては語
れない。しかも日常を離れたシンボ
リックな形式によって語られる意味
（意義：import）についてである。す
なわち舞踊者の技術には、この意義
と形式を結ぶ体系も関わっている。
しかしながら、舞踊を演じるもの

（行為者）の側からの説明では、動
作中の意識は、常に変化している運
動形式（movement form）の連続を形
成している意識（form-in-the-making）
なのである。そしてこの運動形式の
連続が「踊っている」「舞っている」
という「力の幻影 illusion of force」を
発生し、純粋でダイナミックな力の
流れとして舞踊を生成しているのだ
と説明している。すなわち舞踊者の
指向性はダンスの全体へ、そして意
識は個々の変化する運動形式へと向
けられている。言い換えれば、舞踊
という幻影の中で動いて初めてその
運動は「虚の力」となり、舞踊者は
舞踊中は運動形式に対する意識しか
なく、舞踊と舞踊者の関係はエクス
タティックなものであり、かつその
運動形式は有機的な力の連続の内に
幻影産出の構成要素となり、ひとつ
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図 1 　舞台「ハヤサスラヒメ」より。上は麿赤兒（左）と笠井叡、左下は天使館のダンサー、右下は大駱駝艦のダンサー（Ⓒ神山貞次郎）



の動きは過去に行われた事柄と、未
来に行われる事柄とを含んだ現在形
として運動形態（movement Gestalt）
となる。
このような現出構造から技法を捉

えると、技法の在り方には以下にあ
げる個々の要素が階層的に連関し機
能していると考えられる。
①運動形式に対応する技法

多様な動きを集約したポーズのよ
うな動きの習得
②虚の力に対応する技法
ダイナミックラインの意識化
③運動様式に対応する技法
ダイナミックラインの取得を前提

として各ダイナミックラインが無意
味な抽象的な流れや配置に終わるこ
となく、import（意義）という純粋

な感情を指向することによってダイ
ナミックラインをまとめあげること
ある様式に対して技法の中核をつ
かみ学ぶことは個人を生かしつつ、
技法による単なるコピーではなくて
生きる人間の存在が主体となってそ
の様式を生かすことにつながり、そ
の様式によって主体もまた生かされ
ることへと発展する。

「この肉体は楽譜を書き込む台紙
であり、絵の具をのせるキャンバス」
坂東玉三郎

これは、坂東玉三郎のHP上で女
形について書かれた芸談の中の一文
である。肉体に書き込まれた楽譜を
身体が演奏するのだろうか。そして
化粧に衣装、鬘と道具で描かれた立
体絵画なのだろうか。歌舞伎とは、
そういうものなのか。

2012年は 2 回、坂東玉三郎の舞台
を鑑賞した。 6 月に京都四條南座で
の『壇浦兜軍記一』の「阿古屋」と
「傾城」、11月に、こんぴら大芝居（旧
金丸座）で、第一部『雪』『鐘ヶ岬』
第二部 『いぶき』（鼓童との共演）で
ある。 7 月に人間国宝になった前後
であった。
四條南座では、その豪華で艶やか
な女形の演技に感動し、 7 月は、人
間国宝になった男性の玉三郎のイン
タビューなどをテレビで見て、11月
は、江戸時代の舞台空間の中で、振
り袖姿の愛らしい娘の情感と鼓童の
太鼓軍団の中へ舞い降りた天女のよ
うな純白のドレスの玉三郎を鑑賞し
た。どれも同じ人間とは思えない。
もし、別な人であっても不思議では
ない、しかし、確かに玉三郎であっ
た。私の観劇した前日に、お忍びで
金刀比羅宮にお参りに行ったようで
ある。神社の人がそっと教えてくれ
た。「かわいらしい、とっても謙虚な
ひとでした」。昇殿も遠慮したくらい
の謙虚さであったという。
「楽譜を書き込む台紙」としての肉
体論で気になるのは、「譜」にすると
いう作業である。
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図 2 　日常感情の形式とその身体運動による現われ

図 3 　ダンスにおける感情の展開とその身体運動による現われ

図 4 　ダンサーの意識とその運動としての現われ　　　　　　　　（図 2・3・4 　作図：木村）



譜の書き込まれていない台紙はた
だの紙である。では、肉体にとって
譜とは何か。すこし、舞踊譜の話に
移りたい。

舞踊譜（ダンス・ノーテイション）

楽譜は紙に書かれ、人間の感覚
（視覚）で読める形をとっている再
現のための指示記号の体系であり、
作品再現のための配列である。人間
が共通に理解するルールに拠って作
られ、再現やアイデアの備忘・構築
などにも使用される。声楽や器楽演
奏では、よく五線譜が使われ、時に
グラフィック・スコアなどの独特な
楽譜もある。そのものを指さして言
い当てるのではないやり方で、何か
を正確に言い当てたい（referしたい）
ための枠組みとその中で有意味に働
く記号体系である。
一方、舞踊譜は身体動作の再現の

ための譜である。音楽のように一般
化されなかったが、20世紀にルドル
フ・フォン・ラバンによって考案され
たLabanotationは、アン・ハッチンソ
ンによってさらに整理され、隔年に
国際委員会会議も開かれている。現
代舞踊の名作や諸外国のフォーク・
ダンス、儀礼的所作などの記述もス
コアとなっており、映像資料とも併
用しながら再演やレパートリーレッ
スンに使用される。名作の振り付け
の分析にも有効である。舞踊のスコ
アも音楽のスコア同様に、作品を記
述するのであって実演を記述するも
のではない。スコアを解釈し自分の
身体で演奏するのである。また身体
運動の質的な記述にはeffort/shape記
述がある。これもラバンの考案であ
るが、Marion Northによって感情の
アセスメントやセラピー、舞踊教育
に応用された。日本にも線画と歌で
書かれた一人稽古のためのおどりの
譜がある。また古くは雅楽の舞楽譜
のように舞名目で記述したものや能
の型付けなどもある。しかし、基本
的に口頭伝承の世界であり、あくま

でも個人の備忘のためである。忘れ
ないための記号。忘れたくないため
の記号。玉三郎の肉体にはこの忘れ
ないための無数の記号が書き込まれ
ているのだろう。

身体と象徴

身体の状態は、思いを現出させ
る。舞踊は身体を見ているようであ
るが、実は思いを見ているのであ
る。虚実が同居する状態である。形
がこころに影響したり、こころが形
をつくるという、感情と形式の不可
分の結合には意味が発生する。意味
の世界から与えられた形は思いを
見せる記号である。文化コードで読
むものも多いが、人間の造った約束
事の束ではないものが、そこには含
まれている。普遍の象徴の存在であ
る。人類に刻まれたコードを通っ
て、各文化圏の言語を超えた意味の
エネルギーが流れ出す。これを留め
たひとつの表現を仏像に見る（感じ
る）ことができる。一瞬の形であり、
永遠の形でもある。いのちの形。彫

像から聖なるエネルギーが帰依する
者たちに流れてくる。

「演劇の発生は人間が生まれてか
らの事柄であるが、舞踊は人間が生
まれる前の事柄も含む」（笠井叡）。　
舞踊をするには神話的な思考が必要
である。なぜ、ここにいるのかを問
うからである。人間の身体がなぜ、
このような形になったのかを夢想す
るからである。そして動きの必然性
をさがす。自分にちょうど良い身体
をさがす。自分でよくわかっている
ものである。今の身体ではだめだと
か、だから、もっと何かしなくてはと
か、医者に行こうとか、美容院に行
こうとか、洋服を買おうとか。お腹
がすいていたのか、とか。寝ようと
か。本が読みたいとか。舞踊は、演
劇に比べ直感的要素・肉体的要素の
割合が高い。それは、人間のみなら
ず、他の動物たちも持っている生命
に共通の行動や衝動に近い。人間的
というよりは生命的とも言うべき、
より深いレベルを発端としていると
言えよう。

15

舞踊からみた「いのちとこころ」　　着る身体（possession）と脱ぐ身体（ecstasy）　　

図 5 　春日大社巫女舞の
お辞儀
　これを「お辞儀」という
動作単位で表現できるが、
このお辞儀の前に左右の
腕が右手に扇を持ったま
ま、下から開かれ、水平に
なる手前の45度くらいの
ところで肘から曲がり、下
腕だけが上昇してゆくのが
わかる。上がってゆく下腕
は手首まで伸びた垂直の
ラインを描いたところで静
止し、その後、先ほどの経
路を辿るように降りてくる
が、その両腕が降りてくる
ときに 上 半 身 は 前 傾 と
なってゆき、両腕を内側に
納めるようにしてお辞儀の
動きに入る。
　この動作をYour move
というアウトラインを記述
するLabanotation 系の記
譜法で書くと図 6 のよう
になる。なお、スコアは、下
から上に読んでゆく。
(撮影・譜作成:木村)

図 6 　春日大社巫女舞のお辞儀の記譜



意識の転移

　ある日のこと、ネパールの行場で、
くねくねと曲がる狭いでこぼこ道を
歩いていた私は、ペマに会った。20
代半ばのタマン人（ネパールに住む
チベット系民族）、白い肌に赤い頰を
したグラマラスな美人だ。 1 年ほど
前から、この行場にやってきて、チ
ベット人のラマの弟子になり、密教
の本格的な修行に入るための準備の
修行を始めていた。いつもにこにこ
しているけれど、今日は、特別だ。
大きな喜びで、まるで全身から、ま
ぶしい光を放っているように見える。
「意識の転移の修行をやっている
と聞いたけれど、もう口伝は受け終
わった？」
そう聞くと、
「終わったわ。修行もやったわよ。
たった 1 日でしるしが出たのよ」
その答えを聞いて、私はちょっと

びっくりした。
「意識の転移」は、心を阿弥陀仏の
浄土に送りこむ修行だ。
まずは頭の上の虚空に、阿弥陀仏

の浄土を観想する。それから、浄土
に生まれ変わることができますよう
にと、くりかえし祈りの言葉を唱え
る。観想がはっきりしてきたら、呼
吸を制御しながら、意識を心臓から
しだいに押し上げていく。そして、
「ヒック」という鋭い掛け声ととも
に、頭頂から抜き出し、浄土に送り
こむのである（図 1）。
この「意識の転移」の修行を行う

と、頭頂が盛り上がったり、穴が開
いたり、あるいは黄色い液体がしみ
だしてきたり、といったさまざまな
しるしがあらわれてくる。けれど

も、 1 週間くらいかかるのがふつう
だ（ちなみに私の場合も、それくら
いかかった）。ところが、ペマはたっ
た 1 日で、しるしが出たらしい。
「へえ、頭に穴があいたのかい？」
「そうよ。ちゃんと穴にクシャの茎
もさしたわ。ラマのご加持のおかげ
だわ」（図 2）。
「意識の転移」の修行は、もとも
と「ナローパの 6つの教え」をはじ
めとして、北西インドやベンガル地
方で発達した後期密教に由来してい
る1。「ナローパの 6つの教え」の体
系にそって修行する場合は、下丹田
に観想した赤い炎を、めらめらと燃
え上がらせ、身体から強烈な熱と快
楽を引き出す「トゥムモ」をはじめ
とする、他の修行の後に行われるの
がふつうだ。
けれども、ペマのように準備の修
行を終え、本格的に密教の修行に入
る前に行うこともある。それにはは
っきりした理由がある。密教の修行
にはいくつもの段階があり、完成す
るまでにはかなりの時間がかかる。
せっかく修行を始めても、道の途中
で、死んでしまうことだってある。
そんな場合にそなえるためだ。
それだけではない。特に密教の深
い知識を学んだり、修行する機会に
恵まれない一般の人に、教えること
もある。文字を読むことができず、
毎日、観音菩薩のマントラをとなえ
るだけの人であっても、導師との深
い縁と信仰があって、修行すれば、し
っかりしたしるしが出る。標高四千
メートルを超えるチベット高原に住
む牧畜民たちは、たいへん深い信仰
を抱いている。「意識の転移」を学ぶ
ために、時には、数千人の人々が、
何日もかけて集まってくることも稀
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ではない。

不可視の身体―微細身

この「意識の転移」の修行は、「微
細身」をめぐる後期密教の精密な理
論と深く結びついている。
後期密教の意識論によれば、生き

ている間、私たちの心は、肉体を「よ
りどころ」としており、心と体は、
深いきずなでしっかり結びついてい
る。「微細身」は、いわばそのインタ
ーフェースにあたるものだ。
「微細身」は、脈管、風、精滴（Skt.  

nādi, prāna, bindu）という 3つの要素
から出来上がっている。受胎ととも
に、胎児のへそのチャクラからは、
頭と下半身に向かって、脈管が伸び
ていき、まるで豊かに葉を生い茂ら
せた樹木のようなネットワークを作
っていく。その脈管の内部を運動し
ているのが、「風」だ。全身を運動す
る風は、異なる波動と色彩を帯びた
光であり、生命維持の機能にかかわ
る一方で、さまざまな情動や思考を
「運んで」いる（図 3）。

そうした「風」の運動のトーンを
作り出しているのが、「精滴」だ。
父親と母親から受け継いだ 2 種類の
根源的な精滴（「赤白の精滴」）を土
台にして、食べ物から 7 段階のプロ
セスを経て作り出される。この精滴
にはいくつもの種類があり、それぞ
れ、脈管の特定の部分に局在すると
考えられているのである2。
「ナローパの 6つの教え」は、呼吸
の制御、観想法、
身体的ヨーガとい
った技法を駆使し
てこの「微細身」
を作り変え、大楽
に満ちたブッダの
悟りを完成するこ
とを目的にしてい
る。
「意識の転移」
は、そのなかで
も、特に死の準備
として、とても重
要な意味を持って
いる。老化ととも
に、脈管と風は少

しずつ衰え、それとともに、運動機
能や五感をはじめとする、さまざま
な身体的・精神的機能は、しだいに
弱まっていく。
やがて、寿命が尽き、死が訪れ
る。そのとき、脈管の中を動いてい
る風＝意識は、徐々に心臓に収束す
る。それとともに、何かにのしかか
られて押しつぶされたり、ゴーゴー
と鳴る風に追い立てられたり、ある

17

いのちとこころ　チベット仏教の意識　　生命論 

図 1 　阿弥陀仏の浄土を描いたチベット仏画

図 3 　微細身（イメージ）

図 2 　「意識の転移」によって頭頂に開いた穴に、クシャ草をさす行者
（C.Baumer, 2002）



いは記憶のパノラマ的想起といっ
た、さまざまな体験が生じてくる。
「意識の転移」は、このとき、意識
を頭頂から抜き出し、阿弥陀仏の浄
土に、一気に送り込むことを目的と
している。たとえそれができなくて
も、生きている間に「意識の転移」
を実修して、心臓から頭頂に上向す
る脈管を開いておけば、容易に、よ
りよい再生に向かうことができると
考えられているのである。
この死への準備にくわえて、「意識
の転移」には、もうひとつ重要な意
味がある。それは、意識の多層的な
成り立ちや、ひいては「心の本性」
を理解するうえで、たいへん重要な
役割を果たすのである。
さきほど述べたように、「意識の転
移」を行うと、体外離脱の体験が起
こることが多い。仏教には、この体
験を説明することのできる、「意識の
身体」（「意成身」）という概念が存
在している。生きている間、私たち
の知覚は、感覚にかかわる意識作用
（「識」）、肉体の感覚器官（「根」）、感
覚対象（「境」）の 3つの要素から生
まれてくる。それにたいして、死後
のバルド（「中有」）や体外離脱の間
は、肉体から離れた「意成身」がは
たらいている。そのことによって、
知覚が可能になると考えられている
のである。
後期密教は、「風」の概念をもと
に、この「意成身」の考え方を、は
るかに深く彫琢した理論を育ててき
た。体外離脱の体験が起こっている
とき、意識は、微細な風のエッセン
スからなる意成身にのって、自由に
移動することができる。けれども、
それは死後の体験とは、かすかにち
がっている。より粗大なレベルの風
は、肉体にとどまったまま、生命維
持の機能を果たし続けているからだ。
「意識の転移」によって、からだの
外に飛び出した意識は、肉体にかか
わる粗大なレベルの風の運動から相
対的に自由になり、より微細なリア
リティを知覚することができる。そ

のため、つねに変転してやまない心
の現象を超えた「心の本性」を理解
するうえで、大きな手がかりとなる
のだと、タントラの伝統は語るので
ある。

心の本性

では、この「心の本性」とは、ど
んなものなのだろうか？　それは、
ちょうど透明に輝く鏡のようなもの
だと後期密教は説く。鏡そのものに
は、そこに映しだされるものの形や
色が、もともとそなわっているわけ
ではない。けれども、その前に何か
を置くと、その姿をあるがままに映
しだす。「心の本性」も、それと同じ
だ。空でありながら、同時に光り輝
いているという、 2つの側面をそな
えている。
ふつう生きている間、「心の本性」

は、さまざまな煩悩や概念的思考の
雲によっておおわれていて、じかに
体験することがなかなかできない。
けれども、死に至る過程で、生命維
持や情動や概念的思考にかかわる風
の運動がしだいに止まり、生命のエ
ネルギーが心臓に収束していくとと
もに、「心の本性」をおおう雲は、 1
つ 1つちぎれ、飛び散っていく。そ
の果てに、私たちの心の土台をなす
「光明」があらわれてくるのである。
密教経典は、この「土台の光明」
を、雲ひとつない秋の大空にたとえ
ている。何にもおおわれることがな
く、真っ青に晴れ渡った広々とした
大空のような心。すべての感覚をそ
なえた生きものは、仏性をそなえて
いる。だから、誰であっても、死の
時には、この「土台の光明」があら
われてくるのだと密教は強調する。
この「土台の光明」の次には、「心
の本性」に内蔵されている光が、あら
われてくる。強烈な光に満ちた本尊
のマンダラのヴィジョンがあらわれ
てくるのである（「法性のバルド」）。
生きている間に修行する機会に恵

まれなかった場合、こうした「土台

の光明」や「法性のバルド」の体験
が生じてきても、それを認識するこ
とはとてもむつかしい。ふつうは、
ただ一瞬だけで通り過ぎてしまい、
認識することができない。そして、
六道に再生するプロセスに入ってし
まうのである。
それに対して、幸運に恵まれ、生
きている間に「心の本性」やその中
に内蔵されている光を体験し、深め
ることができれば、「土台の光明」や
「土台の顕現」の体験が現れてきた
とき、認識することができる。存在
の基底状態にとどまったまま、そこ
にみずからの心を溶けこますのであ
る。
瞑想の修行をする人は稀だ。たと
え、修行の道に入っても、生きてい
る間に、心を完全に浄化し、作り変
えることは、なかなかむつかしい。
でも、かりに修行を完成することが
できなかったとしても、死のとき、
「土台の光明」の境地にとどまること
ができれば、ブッダになることがで
きるのだと、伝統は語るのである。

トゥクタム

この「土台の光明」にとどまって
いることを示すしるしの 1つが、ト
ゥクタム（Tib. thugs dam）だ3。この
言葉は、もともと「真実の心」、あ
るいは「聖なる心」という意味を持
っている。だが、死の文脈では、も
っと別のことを指している。生きて
いる間に、十分に「心の本性」に慣
れ親しみ、三昧を持続することがで
きるようになったなら、「土台の光
明」があらわれてきたとき、それを
あるがままに認識し、その状態にと
どまることができる。その間、呼吸
も心臓もとまり、しかし瞑想の姿勢
は保たれたままだ。それがトゥクタ
ムだ。　
心臓の周囲にはかすかな熱がのこ
っている。死後硬直も、体液の流出
もおこらない。この状態が、数日、
人によっては数週間つづくのであ
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る。終わると、瞑想の姿勢はくず
れ、体液の流出がおこる。チベット
やネパール、インド、そしてチベッ
ト人ラマたちが定住するようになっ
たヨーロッパ、アメリカの各地で、
トゥクタムは目撃されてきた。
故フランシスコ・ヴァレラやリ

チャード・デーヴィッドソンと
いった、現代の「瞑想的脳科学」
（contemplative neuroscience）を牽引す
る脳科学者たち―彼らは、「精神と
生命研究所」（Mind&Life Institute）を
核とした活動を続けてきた―は、
数十年にわたって、みずから瞑想を
実践するとともに、この「トゥクタ
ム」の実例を身近に見てきた。そし
て、何とか科学的に計測できないか
と、考えてきたのである。
現代科学に深い関心を抱き、長年

対話の努力を続けてきたダライ・ラ
マの協力によって、最初の計測が行
われたのは、2008年の秋のことだっ
た。南インドの大僧院で、すぐれた
学殖と深々とした瞑想体験で知られ
る僧院長が亡くなり、18日間のトゥ
クタムに入った。計測機械をもった
医師たちがたどりついたのは、10日
目のことだった。それから、瞑想の
姿勢がくずれるまでの間、計測はつ
づいた。数カ月後、 2 人目の計測が
行われた（図 4）。
その結果について、リチャードソ

ンたちは分析中で、詳細はまだ公表
されていない。けれども、いずれの
ケースについても、5つのことが、共
通に明らかになっている。まず 1 番
めに、計測が行われているあいだじ
ゅう、瞑想のポーズは維持され、体
液の流出も、死後硬直も起こらなか
った。 2 番めに、そのあいだ心臓は
停止していた。 3 番めに、呼吸もな
かった。 4 番めに、脳波も、 1 例に
ついてごく一瞬徐波が検出されただ
けで、それ以外はフラットだった。
5 番めに、血色は保たれたままで、
しかも体温もほぼ一定だったのであ
る。
このトゥクタムを、現在の医学に

よって説明することは、とてもむつ
かしい（エネルギーの観点からは、
長期仮死状態や人工冬眠の研究が、
そのヒントとなるかもしれない）。
科学は、「例

ア ノ マ リ ー

外的事象」の研究を
つうじて、飛躍的に発展する。トゥ
クタムの研究は、意識は脳活動から
「創発する」（ヴァレラ）、あるいは
「現象変換」による（エーデルマン）
と考える、現在の脳科学の了解や、
医学の形を大きく変えることになる
かもしれない。

いのちとこころ

ペマは、今でも、ネパールのどこ
かで修行を続けている。その背景に
ある後期密教の意識－生命論によれ
ば、いのちとこころの関係は、こん
なふうに表現されることになるだろ
う。
「生きている間、私たちの心は、
身体のなかに住まい、その身体は環
境との深い相互依存の関係の中にあ
る。そして、心で起こってくるさま
ざまな現象は、全身に広がる脈管の
ネットワークを循環する風―それ
は光でもある―の運動にかかわっ
ている。だから、それらの関係につ
いて、調べたり、分析することはで

きる。けれども、それはただ、大い
なる海の表面にあらわれるさざ波の
形について、調べているのにすぎな
い。それによって海そのものを理解
することはできない。心の本体は、
いのちを超えている」

注
1 Padma dkarpo, Chos drug bsdu pa'i zin bris, 

Collected Works of Kun mkhyen Padma 
dkarpo,  Kargyud Sungrab Namso Khang, 
1973-1974, vol.22, pp.265-301。原著17世
紀。

2 この「微細身」の理論と現代の神経
学モデルの間にある共通点について
は、おおまかに論じたことがある。
永沢哲『瞑想する脳科学』（講談社、
2011年）第8章。なお、「意識の転移」
については、計測が行われたことが
ある。

3 デーヴィッドソンたちによるトゥク
タムの計測については、永沢哲、前
掲書、第8章。
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図 4 　トゥクタム計測の最初の被験者となったガンデン・ティパ・リンポチェ



『門』

S（宗助） 「近来の近の字はどう書い
たっけね」
Y（御米） 「近江のおうの字じゃなく
って」
S 「その近江のおうの字がわからな
いんだ」
Y 「こうでしょう」
S 「やっぱりそうか」
Y 「本当に良いお天気だわね」
S 「どうも字というものは不思議だ
よ」
Y「なぜ」
S  「なぜって、いくら容易い字でも、
こりゃ変だと思って疑り出すと分か
らなくなる。この間も今日の今の字
で大変迷った。紙の上へちゃんと書
いて見て、じっと眺めていると、な
んだか違ったような気がする。しま

いには見れば見るほど今らしくなく
なって来る。―お前そんな事を経
験した事はないかい」
Y 「まさか」
S「おれだけかな」

小説『門』の冒頭部分、縁側に横
になり思いにふける宗助と裁縫をし
ている御米との会話で、夏目漱石は
文字から意味が剝落し、見知らぬ物
として視界に浮上する感覚について
記述している。文字を構成する要素
の結び付きがゆるみ、統合され形を
持ったイメージが解体する感覚。文
字だけでなく、ヒトの顔、見馴れた
はずの物や風景の視えかたが、ふい
に異なった相貌をおびる背景には、
人間の知覚・感情と行動の回路の解
離があるように思われる。小説の中
で、宗助は、過酷な過去の記憶によ
り、社会との行動の回路を絶たれた
傍観者として位置付けられている。
知覚が、もはや、「行動への回路」へ
と結び付けられなくなったとき、「別

様な知覚」、いままでは、見えてこな
かった世界が、降りかかってくる。

未完の記譜

一般に、記譜法とは、楽譜、舞踊
譜、図面など、行為の記録と再生の
指示を行うものとされる。しかし、
厳密なスコアを有したものでなく、
広く、運動を起こす流動的な装置と
して、記譜を捉え直すならば、道具、
公園、遊具、建築物、庭、そして芸
術作品それ自身も、創造的な行為を
誘発する「未完の記譜」と考えう
る。これは、ひろく日常的な反応・
動作を喚起する装置という意味では
なく、現実的な行為、運動図式がい
ったん宙づりにされる状況、見馴れ
た物・事が多様なフルマイの可能性
へと開かれる事態をさす。小説や音
楽の楽譜に代表されるように、記譜
を書く主体と、それを読み・再生す
る主体は、 2つの異なった位相、時
間軸に属する。 2つの異なった経験
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図 1 　作品 Dumping Sight / Land Scope  1994年  ニューヨーク州立大学美術館



を同時に引き受けるとどうなるか。
そもそも可能なことであるのか。創
造的経験における、過剰な感覚・記
憶・解釈の中では、ヒトの知覚・感
情と行動の回路が解離し、行動を支
える地平と身体感覚が分離する中
で、あたかも「他者のごとく」自身
の行動が引き起こされる。「未完の
記譜」への考察は、従来の個人・表
現・受容者を最小単位の前提とした
芸術論、ならびに、美術・音楽・文
学・建築などジャンル論とは異なっ
たモデルによる制作・研究へと我々
を導く可能性がある。

アーカイブと美術館

第 2 次世界大戦中にナチスの侵
攻を受けつつあったソビエト・エル
ミタージュ美術館では、貴重なコレ
クションを破壊と略奪から守るため
に、密かに収蔵品の移動を行ってい
た。膨大なコレクションを分類・梱
包して運び出した後に美術館に残さ
れたもの、それは観るべき対象を取
り去られたむき出しの壁、それぞれ
の場所に作品が掛けられていたとい
う人々の記憶のみ。この美術館はコ
レクションがなくなった後も閉館せ
ず、館内ツアーというものを続けて
いた。一人の学芸員がそれぞれの作
品が掛けられていた壁の前で立ち止
まり、詳細な解説を続けていく中
で、言葉と記憶からなる想像の美術
館の中へ鑑賞者たちは入っていくよ
うになる。ここでは、美術館はある
空間・場所、あるいはトポスにイメ
ージを関係づける手法、想像の共同
体としての国家・国民や、集合記憶
に基づく物語と場所の形成に関わる
「記憶術」としての美術館というモデ
ルに関わっている。

記憶術

ロシアの神経科学者ルリヤは、シ
ィーと呼ばれる 1 人の記憶術者を被
験者とした30年にわたる研究の手記

を残している。ルリヤは、シィーの
驚くべき記憶力に関して、言葉や数
字に色、音、イメージが結びつく共
感覚について述べている。また、複
雑な内容を記憶する場合は、古来の
記憶術のように、見知った街路に記
憶すべき項目を順次配置しておき、
必要な時は、その中を歩きまわるこ
とで自由に取り出すという方法をと
っていた。しかし、シィーの場合、
常に、記憶・感性・想像力が現実の
知覚を変容させる過剰なものが背後
にある。「私が再認するのは、単に
像によるのではなく、その像によっ
て生じる全体的な感覚の複合によっ
ています。語は、ひとりでに思い出
されるのです。私は、手に、何か油
のようなものが滑っていくことを感
じ、その全体の中から、微細な点、
しかも非常に軽い点が、左手を軽く
くすぐります」。さらに、彼は、想像
を介して身体の過程、脈拍や体温を
変化させることもできた。
一般に、我々は、外界に対応した

創造的な行為を生み出すイメージ作
用については理解しているが、過剰
な記憶と感受性を持ったシィーの場
合は、イメージの活動が外界に向け
られずに、行為を代行し、現実的な
行動を不要のものとしてしまう。そ
のため、彼は社会の現実の場では、
適正な行動をとることに困難を生
じ、仕事を転々とし、最後には記憶
術師となったのだが、自己の人生に
おいて、「ここではない別のどこか
の場所」に所属し
た、「傍観者」と感
じていた。

アルツハイマー

ベルクソンは、
「物質と記憶」で、
自分の住んでいた
町の中を想起して
歩きまわることが
できるにもかかわ
らず、実際の場所

にゆくと、初めて訪れた場所のよう
に迷ってしまう患者について語って
いる。この場合、現実の知覚と記憶
を関係づけることに障害があると考
えられる。認知症の場合には、これ
とは少し様相が異なり、病院など新
しい環境では方向を失い徘徊状態に
なる人が、住み慣れた家に戻ると、
別人のように自由に行動し、料理を
することまで可能となった事例も紹
介されている。ここでは、住み慣れ
た環境自身が、行動を誘発する情報
として身体に組み込まれているので
はないか。図 2は、グループホーム
で療養されている認知症の男性Kさ
んに、かつて住んでいた自宅の見取
り図を描いていただいたもので、震
える手で、何度も描きなおして書か
れたものである。
図 3は、Kさんに描いていただい
た自宅周辺の地図。近隣の数件の家
とバス道以外の部分は、空白の場と
して残されたままである。同様の地
図を認知症の女性の方に描いていた
だいたが、そこには、近隣の住民の氏
名に加え、八百屋、パン屋、薬屋、
パーマ屋など生活に関わる情報がび
っしりと書き込まれていた。
運動図式と記憶に関わる制作・研
究の一環として、筆者は、2002年よ
り、ミシガン大学で、医学部と共同
で研究・制作をつづけていたが、以
下の 3つの点に興味をもった。第 1
に、認知症患者の多くが、近い過去
の記憶を想起できないにもかかわら
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ず、幼いころの記憶を呼び戻すこと
ができること。第 2に、記憶に重大
な困難が出てくる前段階として、道
に迷うなど、空間把握に問題が出て
くること。第 3に、道具・楽器など
の特定の動作や、住み慣れた環境な
どが、特定の情動を伴う記憶を呼び
覚ますこと。これら 3 点の関係か
ら、行為・運動を誘発することで、
特定の情動を伴った記憶を引き出す
装置の可能性をさぐった。

仮構機能

微小重力下
の宇宙船内で
は、前庭情報
や体性情報が
欠けており、
そ の た め、
「手がかり」
となる床・自
己の身体が絶
えず相対化さ
れることにな

り、空間知覚に葛藤が生じる。逆
に、例えば、ドアの取っ手、壁面の突
起など、仮の手がかりが、とりあえ
ずの「参照軸：レファレンスアクシ
ス」として成立した瞬間に、そこを
起点に空間が構造化されるという報
告もされている。このような空間知
覚の形成は、志向性・意識を前提と
した「自己－定位反応」という言葉
で説明される。しかし、私見では、
経験における動的なプロセスや、創

造性に関わる受動的で偏在的な経験
を捉えるには不十分である。ベルク
ソンは、底のないエレベーターに自
動的に乗ろうとした人物が、背後か
ら見知らぬ他者に捕まれ一命を取り
留めた事態について「仮構機能」と
いう語を当てている。「背後の他者」
は、現実に存在した人物ではなく、
事態を察知した瞬間に作り上げられ
た架空の人物である。文学の世界だ
けでなく、知覚・感覚の世界にも同
様に生じる「仮構機能」は、創造の
プロセスにおける 1つの原動力と考
え得る。美術家の岡崎乾二郎氏は
「 1つの文章を書くには、まずその文
を統御するところの主語を立ち上げ
なければならない。この主語は、つ
ねに仮設物であり、創造的にとりあ
えず、文の中に立ち上げられるもの
である。運動をするためにも、同様
に、この主語としてのイメージを立
ち上げなければならず、個別の動作
を連続した動作へと統御してゆくも
のは、このイメージである」と述べ
ている。
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図 4 　作品 Trans-Acting/二重軸回転装置　2010年　京都国立近代美術館
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ダンス・ステップ

健常者を対象として、自分の住ん
でいた家を想起し、その中を歩きま
わる経路図を作成していただいた
（図 4 参照）。経路の描きかたはそ
れぞれ異なり、描いた本人以外から
は、読み取ることができない手がか
りが、描かれている。これらの経路
図を回転し、直径 8 mの揺れる回転
ステージの上に大きく投射し、辿り
ながら歩くという実験作業を行って
みた。ここでは、現実知覚による身
体行為と想像イメージとの重ね合わ
せとの調停が行われ、「覚醒した時
間」と「自己へ没入した時間」とい
う 2つの異なった時間軸に身を置く
ことが生じる。

分解写真

「ドガ・ダンスデッサン」の中で、
ポール・ヴァレリーは、エドワード・
マイブリッジの分解写真について述

べている。知覚の再組織化と分散に
関わるそれらの写真は、人間の眼、
知覚というものが、生のままの非連
続的な与件を修正し、子供のころか
ら習得した判断を導入して時間・空
間・運動という名前でまとめている
変形様式に捉えられているという事
実、逆にいうと、知覚を時間・空間
という安定した座標から引き剝がさ
れたもの、志向性をもった知覚・自
己というストーリーをこえでるもの
として理解させることになる。
体性感覚・前庭感覚と視覚情報と

の間に葛藤を引き起こすものとして
2 軸で波打つようにゆれながら回転
するステージを作成した。重量に抵
抗する形で、動作を組み立てる運動
図式を身体にたたき込んでいるバレ
ーダンサーは、外見からは、身体・重
心のブレとの葛藤による分散した動
きを見て取ることはできなかった。
しかし、実験撮影のあとの円盤上に
は、無数の傷、足の動きの痕跡が、
切れ切れの直線や、同心円がずれな
がら動く曲線として、ドローイング

のように、あるいは、舞踊譜のよう
に、残されていた（図 5参照）。

歩行視―
Now Here /No Where

緩やかに変化する歩行のリズム
に、身体をあずけながら風景を歩い
ている時、ふっと細部に一瞬、眼が
奪われ、空白の時間を感じることが
ある。再び続けられる歩行の中に
も、その記憶はどこかに残り、別の
視点から自己のいた場を眺めると、
視線がそちらのほうへと引き寄せ
られ、身体と視覚の関係が、時間・
空間が、不思議な矛盾した状態にな
り、さらに次なる歩行へと歩み出す
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図 5 　公開実験「未完の記譜法」 　2012年　京都市立芸術大学大学会館ホール

　SITE             　　　SEEING
	
	
　　　　　　歩行視

　SIGHT             　  WALKING



ことになる。このような経験につい
てとりあえず「歩行視」という言葉を
あててみる。英語表記の可能性とし
ては、「sight-seeing /site-walking」とい
う言葉が考えられる。sight（視覚）、
site（場所）、seeing（視つつある）、
walking（歩きつつある）というその
4つの組み合わせで構造化され、交
差点の中心に歩行視を置いた作図が
できる。これを表の面として、裏面
には、「いま」「かつて」「そこ」「こ
こ」という 4つの語を配置し、中心
に「いまここにあってどこにもない」
「now- here」と「no-where」という時
空間がトポロジカルに繫がる作図を
対応させる。この 2つの面の関係か
ら、視覚・身体・歩行・場所・記憶

の特異な関係を表すありようを示す
ことができる。

1973年 9 月11日火曜、サンチア
ゴ（チリ）でアメリカ政府の指導の
下に、ピノシェ軍事政権によるクー
デターがおきた。これを記憶するた
め「 9 月11日通り」という名称の街
路が作られた。作品「Now here/No 
Where: Vale of Paradise」では、2001年
9 月11日火曜に起こった米国の同時
多発テロと関連させるという視点か
ら、メビウスの帯状の構造体と映像
を組み合わせ、歴史・記憶・場が、
トポロジカルにリンクする経験の創
出を試みた（図 6参照）。
哲学者のジル・ドゥルーズは、映

画論で、災害や戦争など、現実に対
応するには、個人の能力を超えた状況
の中では、人間は、行動・知覚・感情
が解離して、ばらばらになり、まっ
たく新しい未知の時間経験が立ち現
れ、純粋な視覚的経験と純粋な聴覚
経験が結びつくことなく並行線の状
態で流れの中に没入する傍観者とな

ることを述べている。本論考の導入
『門』でも述べたように、知覚が、も
はや、「行動への回路」へと結び付け
られなくなったとき、我々は、現在の
行動へと向けられた「知覚」、潜在的
な「記憶」という 2つの位相の「間」
で、いまここにありつつ、どこでも
ない場所に漂うことになり、そこに
は、「別様な世界」、いままでは、見
えてこなかった世界が、降りかかっ
てくる。冒頭の『門』での宗助の経
験にも関わるこのような経験は、あ
る意味で、我々を予見不能な創造に
立ち会わせる事件といえよう。

図 7は大阪市中央公会堂の天井画
を 2軸でゆれながら回転する色鏡に
うつしこみ、観客に身体が浮遊する感
覚を起こさせる装置。「見下ろす」姿
勢からオレンジ色の鏡の反映をとお
して「見上げる」ことや、「自己の鏡
像」と「ドーム型の天井画の人物」の
揺れの相互作用で、視覚と前庭・体性
感覚の関係の齟齬と、定位するイメー
ジの形成過程を考察する試みである。
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図 6 　作品 「Now here/No Where： Vale of Paradise 」　2006年　チリ・サンチアゴ（倉智敬子との共同プロジェクト）

　いま             　　　　　　ここ	
	
  　　　　NO(W)HERE

　そこ        　　　   　  　かつて



25

創造における言語・身体・記憶への断章　　未完の記譜／別様の行為を誘発する装置

図 7 　「Now here/No Where-ふろいとといとまき」　2013年　大阪市中央公会堂


